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みなさんこんばんは。

ゴールデンウィークも終わり、久々の例会です。お代わりございませんか。私はこの休みの間はのんびりしました。

さて５月は「青少年奉仕月間 」です。国際ロータリーの青少年奉仕関係のプログラムは、インターアクト(12歳～18歳)、ロー

ターアクト(19歳～30歳)、RYLA、青少年交換の４つの常設プログラムがあります。

ロータリークラブは、１９０５年にアメリカ・シカゴでポール・ハリスによって設立されました。しかしすぐに地域社会にも目を向

け、１９０７年にシカゴに共同便所を作る事業を行い、これが社会奉仕の始まりとなりました。そして青少年にも目を向けるよ

うになり、早い段階から障害児支援などを行っていたとのことです。１９２９年、米国とデンマーク・コペンハーゲンのロータリ

アンの子弟を相互で預かるという事業があり、これが青少年交換の始まりと言われています。１９５９年、オーストラリア、ク

イーンランド州の自治権獲得１００周年事業にイングランドの女王が臨席され、同世代の青年たちと女王との語らいの場をも

ちました。この内容が素晴らしく、これを継続出来ないかという事で始まったのがRYLAです。１９６２年、「世界中の青少年が

共に活動できるような組織」を作ろうという事で、当時RI会長 ハロルド・トーマスの呼びかけにより出来たのが、インターアク

トクラブ(IAC)です。１９６８年、IACは高校生までであり、これで終わるのはもったいないということで、IACを継続するものとして

ローターアクトクラブ(RAC)ができました。

本日の卓話はホセイン加丸 さん、バングラディシュについてです。どんなお話が頂けるか楽しみです。後ほど宜しくお願い

致します。会長の時間でした。



　

（川野幹事）

理事会報告 ニコニコ報告

幹事報告

会員の誕生祝い

有馬康明会長

ホセイン加丸さん、本日の卓話楽しみにして

います。

林秀彦会員

１．過日、誕生祝いを頂きありがとうございまし

た。

２．加丸さんの卓話、楽しく聞かせて頂きます。

松川信夫会員

誕生祝い、ありがとうございます。早いもので

８０代の大台になりました。

吉村信男、山上巌、谷垣嘉輝、内藤源美、

榎木晋作、野阪幸男、小松玲子会員

加丸様、卓話楽しみにしています。

中西吉日出会員

皆出席、表彰ありがとうございます。

大濱正徳会員

ゴールデンウイークも終り、風薫るさわやかな

季節となるはずが、このところの寒暖の差に

身体がついていかない。春バテ状態の私です。

歳ととったなーと感じている。老（ロー）タリアン

です。

川野隆祐会員

加丸さん、本日卓話楽しみです。遠方よりお

越しいただきありがとうございます。ニコニコ。

東山光秀会員

霊山寺のバラが見頃です。皆様のお越しをお

待ちしております。

植野教夫会員

家内の誕生日にお花のプレゼント、ありがとう

ございました。

浅野晋良会員

松山先生、先日はありがとうございました。

●例会変更情報は表に貼っております。またHP・会員

ページにもありますのでご覧ください。

●5月17日（木）平城京RCとの合同例会です。場所は、

霊山寺です。17時より受付、18時より例会となります。

今年度は当クラブがホストクラブです。会場等の準備

のお手伝いをして頂ける方は、16時にお越し下さると

助かります。当日は、懇親会でお酒が出ます。お酒を

飲まれる方は、車でのお越しはご遠慮ください。宜しく

お願い致します。

●地区より5月のロータリーレートは1ドル＝108円と

きております。

●5月24日（木）第4回クラブアッセンブリー（現・次）の

予定です。17時前には会場にお入り頂きますようお願

い致します。又、各理事・委員長様はアッセンブリー発

表と年間報告書の原稿の提出をお願い致します。

卓話は、下村会員による会員卓話となっております。

●議題1

新作ユニフォームの会員負担及び会負担金額について

（ネクタイの統一の件） 承認

●議題2

6/16（土）第2回県下会長・幹事会（現・次）開催において

のサポート人員について 承認

ホスト：奈良西RC

応援者：野阪親睦委員長、榎木SAA、追山エレクト、

奥田会員、猪上会員、笹本会員、東山会員、

寺田会員

●議題3

5/17（木）合同例会次第について 承認

●議題4

6/14（木）年度末家族親睦会について企画・予算書

について 承認

●議題5

クールビズ実施期間について（6月～9月） 承認

次回理事会

6月7日（木）奈良ロイヤルホテル17時より（現・次）

■ ５月生まれ ■

松川 信夫会員 5月13日

おめでとうございます！



卓話

〇バングラデシュとは

正式名称：バングラデシュ人民共和国、首都：ダッカ、インド亜大陸北東部の国。

バングラデシュは「ベンガル人の国」の意。南東はミャンマー、東、北、西はインドと国境を接し、南はベンガル湾に臨

む。国土は世界最大のデルタ地帯（→三角州）、ガンジス＝ブラマプトラ川デルタの大半を占め、メグナ川をはじめ支

流、分流が網の目のように走る。全体に平坦で、わずかにミャンマーとの国境付近に丘陵地帯がある。年平均気温は

27～30℃。6～9月が雨季で、年降水量は少ないところで1000mm、多いところでは6000mmにも達する。大洪水やサイ

クロンによる高潮の被害を受けることが多く、1991年のサイクロンでは14万人近い死者を出した。豊かな植生に恵ま

れ、タケが多く、マンゴー、ヤシ類、ベンガルボダイジュなどが卓越。前3世紀頃、マウリヤ朝の支配下にあったとして歴

史に登場、4世紀にはグプタ朝、7世紀前半にはハルシャ朝（→ハルシャバルダナ）が支配、その後戦乱が相次いだが

8世紀後半にはパーラ朝のもとで仏教が栄えた。その後10世紀頃にはヒンドゥー教徒が大勢を占めるところとなったが、

13世紀初期にはセーナ朝が倒されイスラム支配が確立した。1765年からはイギリスが支配、1937年ベンガル自治州

の一部となったが、イスラム教徒が多かったため、1947年8月西パキスタン（今日のパキスタン）とともにパキスタン＝

イスラム共和国としてインドから分離独立し、東パキスタン州となった。しかし西パキスタンによる政治・経済面での圧

迫に反発が高まり独立運動へと発展、1971年3月26日、西パキスタンからの独立を宣言し、バングラデシュ人民共和

国となった。その後西パキスタンの弾圧を受けたが、多くの流血の犠牲のうえに同1971年12月16日、インド軍の援助

でパキスタン軍を全面降伏させ完全独立をかちとった。住民の大部分はベンガル人で、南東部のチッタゴン丘陵地帯

にはチャクマ族などの少数民族が住む。住民の9割近くがスンニー派のイスラム教徒。公用語はベンガル語。国土の

60%以上が農地で、土壌は肥沃。米の三期作が可能なほか、商品作物としてデルタでは、全世界の約40%の生産量を

占めるジュート、北部ではサトウキビ、タバコ、コムギ、北東部ではチャ（茶）を産する。工業では繊維工業が主であり、

輸出総額においても衣類の輸出額が大半を占める。地下資源は乏しいが近年天然ガスが発見され、化学肥料、製鉄

をはじめ各種重工業の発展がはかられている。

〇バングラデシュは2度の独立の国

バングラデシュ、パキスタンはイギリスの植民地とされていたインドだった。1947年にイギリスのインド植民地支配が終

わる。宗派の違いによりパキスタンがインドを挟んで東西に分離、飛地となる。東パキスタン（現バングラデシュ）がパ

キスタン中央政府に対し「独立運動」を実施。1971年4月10日にインドの支持もあり、東パキスタンは「バングラデシュ

人民共和国」として独立宣言。1971年12月16日にインドがパキスタンを制圧し、独立が正式に認められる。独立した後

も、国内の軍事政権は落ち着きを見せることはなく、1975年8月15日には軍将校のクーデターにより、初代大統領の職

に就いていたムジブル・ラーマンは家族と共に陸軍部隊に殺害される。その後、大統領の後任には、前商業・土地収

益大臣であり、ムジブル・ラーマンの殺害を計画したグループの一人である「カンデカル・モシュタク・アーメッド」が就任。

クーデター後は軍事政権の時代が続く。バングラデシュ民族主義党を率いる軍人大統領「ジアウル・ラーマン」による

独裁政治が始まる。しかし彼もまた、軍内部の反乱により殺害されてしまう。その後、1982年に無血クーデターで政権

を掌握した軍人の「エルシャド」戒厳令司令官が軍事政権を樹立するが、学生運動等による民主化の波に押され、

1990年に退陣。

○経済

まず軽くバングラデシュという国の概要をおさらいすると、現在アジアの最貧国の一つで一人当たりGDPは約1,800USD

(日本は46,000USD)となっている。しかし成長率はリーマンショック時も含めて毎年7%程度を維持しており、あの有名な

外資系金融であるゴールドマンサックスがBRICSに次ぐネクスト11に、JPモルガンがネクスト5に指定するなど世界中か

ら注目を浴びている。また人口が1億7000万人もいるが、面積は日本の40%程度しかなく、非常に人口密度の高い国

になっている。人口密度に直すと、日本の3.5倍という水準である。

○首都ダッカ市の状況

ダッカ市の人口は3000万人といわれている。現在、人口密度は約46,000人/km²で2位インドのムンバイ32,000人/km²

を大きく引き離してトップのダッカは更に毎年100万人ずつ膨張する。ダッカ市は、現在の市街地だけでは当然市街地

が足りなくなります。東京都の最大の人口密度を誇る豊島区ですら22,000人な

ので、日本で最も人口密度の高い場所の2倍の人口密度を現在ですらもってい

るにも関わらず、毎年浜松市の人口が大移動して流入してくることを想像して

頂ければと思う。因みに東京23区の面積が626km²(実は東京都の30%未満)で

人口は1,000万人で、ダッカ市内の面積は360km²と東京23区の57.5%しかない

のに既に1,700万の人口を抱え、もうすぐ2,000万人の人口に達する。つまり、

日本の大都会東京23区の3倍の人口密度ということなので、当然人の海状態

ということになります。

『バングラディシュについて』 (株)クリエイティブ ホセイン加丸様



（担当：金田、木下）

委員会報告

第３８回 （通算２３２０回）例会予告

例会日 平成３０年５月２４日（木）

第４回クラブアッセンブリー（現・次）

次回の担当事務員：藤原、花田

○バングラデシュ政府の姿勢

バングラデシュ政府は2041年までに先進国入りを目標にしており、諸外国からの投資を呼び込む為に積極的な規

制緩和を行う方針を示している。現在、海外からの直接投資のバングラデシュのGDPに占める割合は2%に満たな

い水準で、今までの累積でも6.1%と南アジアの平均10.2%と比較しても少なく、今後の投資余地が大きく残されてい

る。実際、先程のGDP構成でも申し上げた通り、GDPに占める投資の割合は30%にも満たないレベルなので、他の

新興国に比しても割合は低く規制緩和による拡充余地は高いといえるでしょう。

○バングラデシュ経済の総括

バングラデシュは総人口並びに生産年齢人口が増加していき、安価な労働力にも支えられ海外からの投資を呼び込み

ながら経済成長を今後も高い水準で実現していくことが見込まれる。

人口密度が確りとした面積のある国土としては世界トップ水準である為、経済成長・所得の増加により不動産価格は日

本の高度成長期のように急騰していく市場であることが確定的であるといえる。

●総務委員会 渡邉委員長

１)第３回家庭集会のお知らせ

次々年度は当クラブ創立５０周年を迎えます。

５０周年向けて「どのような式典・記念事業を実施すればよいのか？」

また５０周年は、今後の方向性をしめすターニングポイントになります。

「５０歳以降の奈良西RCをどのようにしていくのか？」も考えたいと思います。

ご協力の程よろしくお願い致します。

２)５月号ロータリーの友の紹介

５月は青少年奉仕月間です。

横書きページp8～13に青少年交換留学生を受け入れるホストファミリー体験談、ｐ25に当地区田中誠二ガバ

ナーのロータリー・モメントが掲載されています。

また縦書きページSPEECHは「夢を現実にする南極で越冬隊員を経験して」（塚本健二氏）の講演内容が書か

れています。誰でも目の前のチャンスがある。それを掴み、経験し、自分の限界値を高めることができる。

そしてその経験を周囲に役立てることが大切であると述べられています。


